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熊
本
県
立
大
学
の
活
動
報
告

河
北
行
程
大
学
か
ら
７
名
を
招
聘
、
大

気
汚
染
研
究
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

近
年
、
黄
砂
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
Ｐ
Ｍ
10
濃
度
な
ど

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
大
気
汚
染
の
影
響
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
主
な
原
因
と
し
て
、
中
国
内
陸
部
の
砂

漠
起
源
の
黄
砂
や
、
中
国
都
市
部
の
生
活
や
工
場
の

人
為
起
源
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
の
増
加
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
よ
る
日
本
へ
の
影

響
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
既
に
人
や
家

畜
へ
の
影
響
が
起
き
て
い
る
中
国
で
の
影
響
や
、
中

国
で
の
研
究
を
知
る
こ
と
は
研
究
に
多
い
に
役
立
つ
。

今
回
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
支
援
に
よ

り
、
中
国
の
河
北
行
程
大
学
の
学
生
と
教
員
合
わ
せ

て
７
名
が
来
日
し
、
２
０
１
７
年
12
月
５
日
か
ら
14

日
ま
で
滞
在
し
た
。
河
北
行
程
大
学
は
河
北
省
邯
鄲

市
の
大
学
で
あ
る
。
河
北
省
は
首
都
で
あ
る
北
京
と

天
津
を
囲
む
よ
う
に
位
置
し
て
お
り
、
大
気
汚
染
の

状
況
が
中
国
の
中
で
も
特
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
地

域
で
あ
る
。

ま
ず
、
12
月
６
日
に
同
大
学
と
熊
本
県
立
大
学
大

気
環
境
学
研
究
室
と
の
合
同
研
究
発
表
会
を
行
っ
た
。

院
生
は
修
士
の
研
究
内
容
を
、
教
員
は
こ
れ
ま
で
の

研
究
室
の
研
究
内
容
を
発
表
し
た
。
両
大
学
の
院
生

が
ペ
ア
を
組
み
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
進
行
の
司
会

を
行
っ
た
。
発
表
時
間
の
制
限
を
設
け
ず
に
行
っ
た

こ
と
で
、
特
に
紹
介
し
た
い
内
容
や
説
明
し
た
い
内

容
に
重
点
を
置
い
て
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
発
表
者
の
研
究
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
こ

と
が
で
き
、
質
疑
応
答
で
も
、
お
互
い
が
納
得
の
い

く
ま
で
議
論
を
行
え
た
。
こ
の
発
表
会
を
通
じ
て
、

両
国
で
の
大
気
汚
染
の
状
況
や
研
究
を
知
る
こ
と
で
、

知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
中
国
で
の
大

気
汚
染
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
、
日
本

へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
母
国
語
以
外
で
の

発
表
や
討
論
は
い
い
刺
激
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

夜
に
は
研
究
室
で
懇
談
会
を
行
っ

た
。
発
表
会
の
緊
張
も
解
け
、
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
自
己
紹
介

で
は
中
国
名
は
日
本
語
で
、
日
本
名

は
中
国
語
で
ど
の
よ
う
に
発
音
す
る

の
か
な
ど
、
ま
た
、
中
国
で
の
漢
字

は
日
本
で
は
ど
の
漢
字
に
な
る
の
か

な
ど
、
言
語
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

12
月
７
日
と
８
日
は
天
草
に
向
か

っ
た
。
天
草
は
熊
本
県
西
部
に
位
置

し
、
天
草
上
島
と
下
島
を
主
島
と
す

る
諸
島
で
あ
る
。
九
州
電
力
の
火
力

発
電
所
以
外
に
大
規
模
な
工
場
は
な
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
159
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

九州電力苓北発電所で説明を受ける一行

両大学の院生がペアを組み自己紹介
張	代洲
（熊本県立大学
環境共生学部教授）

長沼	歩
（同学部	助手）
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く
、
海
に
囲
ま
れ
、
山
も
多
く
自
然
豊
か
な
地
域
で

あ
る
。
天
草
下
島
の
北
西
部
に
位
置
し
て
い
る
天
草

市
大
江
町
に
は
熊
本
県
立
大
学
の
大
気
観
測
施
設
で

あ
る
天
草
環
境
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
ッ
ト
（
通
称
Ａ
Ｅ
Ｒ

Ｕ
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
Ｐ
Ｍ
２
・
５
、
Ｐ
Ｍ
10
濃

度
の
連
続
測
定
や
Ｓ
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
な
ど
の
ガ
ス
の

連
続
測
定
、
粒
子
数
濃
度
の
連
続
測
定
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
春
季
に
二
回
集
中
観
測
を
行
っ
て

い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
周
辺
に
は
工
場
や
住
宅
が
な
く
、

交
通
量
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
工
場
起
源
や
自
動

車
の
排
出
に
よ
る
人
為
起
源
物
質
の
影
響
が
少
な
い
。

ま
た
、
都
市
部
か
ら
も
離
れ
て
お
り
、
都
市
部
の
影

響
が
少
な
い
。
よ
っ
て
、
偏
西
風
や
飛
来
し
た
気
団

の
汚
染
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
際
の
ロ
ー
カ
ル
な
影

響
が
少
な
く
、
飛
来
状
況
や
影
響
を
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
来
日
者
は
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
見
学
を
行
い
、

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
設
置
経
緯
や
現
状
及
び
研
究
へ
の
応
用

な
ど
を
同
行
し
た
張
教
授
か
ら
説
明
を
き
い
た
。
ま

た
、
観
測
地
周
辺
を
車
中
か
ら
見
学
し
、
熊
本
市
や

中
国
と
の
大
気
や
自
然
環
境
の
違
い
を
体
感
し
た
。

天
草
下
島
の
苓
北
町
に
あ
る
九
州
電
力
の
苓
北
火

力
発
電
所
の
見
学
も
行
っ
た
。
火
力
発
電
の
原
理
や

発
電
所
の
仕
組
み
、
廃
棄
物
の
処
理
に
よ
る
自
然
影

響
や
そ
の
対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
全
員
興
味

津
々
に
説
明
を
聞
き
、
質
問
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

た
。
ま
た
、
施
設
内
の
見
学
で
は
、
施
設
内
部
の
熱

気
や
発
電
に
使
用
す
る
石
炭
の
量
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
熊
本
県
が
保
有
し
て
い
る
苓
北
町
大
気
監

視
測
定
局
の
見
学
も
行
っ
た
。
苓
北
町
大
気
監
視
測

定
局
は
熊
本
県
が
設
置
し
た
大
気
監
視
測
定
局
の
一

つ
で
、
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
と
同
様
に
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
な
ど

を
連
続
測
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
熊
本
県
と
し

て
大
気
環
境
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
、

情
報
の
公
開
、
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
測
定
装
置
の
違
い
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

12
月
９
日
は
熊
本
県
立
大
学
所
有
の
走
査
型
電
子

顕
微
鏡
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
と
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
（
Ｔ
Ｅ

Ｍ
）
を
用
い
た
微
粒
子
の
形
状
観
察
や
成
分
分
析
方

法
に
つ
い
て
、
大
学
院
生
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
ま

た
、
各
電
子
顕
微
鏡
の
特
徴
や
違
い
の
説
明
を
受
け

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
同
じ
サ
ン
プ
ル
で
も
操
作
型
と

透
過
型
で
は
形
状
観
察
が
異
な
り
、
着
目
す
る
対
象

が
表
面
な
の
か
内
面
な
の
か
を
考
え
て
形
状
観
察
す

る
こ
と
や
、
成
分
分
析
で
そ
の
こ
と
を
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

12
月
11
日
と
12
日
に
は
実
際
に
Ｓ
Ｅ
Ｍ
と
Ｔ
Ｅ
Ｍ

を
使
用
し
、
形
状
観
察
や
成
分
分
析
を
行
い
、
装
置

の
扱
い
の
練
習
を
行
っ
た
。
ま
た
、
８
日
目
に
は
観

察
や
分
析
で
得
た
デ
ー
タ
の
処

理
の
方
法
や
画
像
処
理
の
方
法

を
大
学
院
生
か
ら
学
ん
だ
。
特

に
画
像
処
理
は
粒
子
の
サ
イ
ズ

区
別
に
用
い
る
た
め
、
注
意
深

く
説
明
を
聞
い
た
。
同
時
に
、

両
大
学
の
教
授
間
で
今
後
の
研

究
の
打
合
せ
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

12
月
13
日
は
修
了
式
を
行
い
、

代
表
と
し
て
李
教
授
よ
り
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
張
教
授

か
ら
来
日
者
に
修
了
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
。
式
終
了
後
は
、
出

国
日
の
交
通
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

回
避
の
為
、
福
岡
に
移
動
し
た
。

12
月
14
日
の
最
終
日
は
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
無
事
に
張

教
授
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
出

国
し
た
。

そ
の
後
、
訪
問
者
か
ら
送
ら

れ
た
感
謝
状
で
は
、
今
回
の
訪

問
は
皆
に
と
っ
て
、
間
違
い
な

く
有
益
な
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と

が
再
度
述
べ
ら
れ
た
。
今
年

（
２
０
１
８
年
）
、
張
教
授
は

北
京
市
や
青
島
市
で
大
学
や
研

究
機
関
を
訪
問
し
た
際
に
、
訪

問
者
ら
と
複
数
回
研
究
打
合
せ

を
行
い
、
共
同
で
大
学
院
生
の

教
育
と
学
術
研
究
を
推
進
し
続

け
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
９

年
に
相
互
の
訪
問
を
実
現
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

透過型電子顕微鏡（ＴＥＭ）の説明を受ける 走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）の説明を受ける

データ処理・画像処理の講習 ＳＥＭ＆ＴＥＭを使って形状観察や成分分析




